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＜病棟連絡事項＞
・弘前学院大学リカレント教育について案内が来ています。病棟メールを参照下さい。

・第6回法人研修のメールが来ているため、各自期限内にレポート提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・北川　達雄様～朝食後薬のジャヌビア、メトグルコ中止し本日夕方よりヒューマリンRミリオペンによるスライディングスケール開始。点滴はラクテック注500ml1袋/日で2/13まで処方。2/9 14:00～特診にて主治医面談予定。

・大久保　和子様、清水目　忠男様、山本　幸江様～コロナワクチン筋注実施。

・村舘　ミネ様～内服薬すべて中止指示あり除剤。

・山本　幸江様～本日夕より3食開始指示。指示に伴いマーゲンチューブ抜去。

・大久保　和子様～不穏時10回分処方。

・小栗健太郎様～不穏・興奮時10回分処方。

・高柳　和子様～不眠時7回分処方。

・小笠原　久年様、谷地　寿梨様～ピコスルファートNa内用液1本処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。午前午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入、私物弄り等の迷惑行為頻回であるため時間早めて隔離開始。自室内では落ち着いて過ごしている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。常時見守りできるスタッフの不足と妄想が顕著で壁を蹴る行為あるため開放観察見送りとしている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～20：00～6：00時間隔離中。対面時表情の硬さ見られるも、他患者トラブルや易怒性無く自室で静穏に過ごされている。被害的妄想や幻聴の訴え無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。6：00～16：00開放観察実施。他者の言動に左右される事や不穏さ、他患者トラブル無く経過。16:00より身体拘束開始。再拘束の拒否、抵抗なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・北山　り子様～深夜帯排尿なし。主治医へ情報提供し膀胱留置カテーテル挿入指示あ
り施行。内科診察にて大腸がんステージⅣの診断。血圧の大幅な低下
は無く、腹部痛や胸部痛の訴え無し。

・澤口　利香様～週末の様子を主治医へ情報提供。内服薬を溜めこんだりすることがな
いよう注意し観察するよう指示あり。「忘れるから」と上肢に隅々までメモを書いている。易怒性やふらつき、呂律不良さはなく経過。

＜金Dr.患者様診察情報＞
・西原　正宏様～タイ語や入院経過などはほとんど覚えていない様子。臨時薬2/7より同内容で７日分処方。

・東野　愛様～臨時薬内容変更なく、2/7より7日分処方。

・村舘　ミネ様～かなり濃縮された尿であるため、点滴については減量せず同内容で2/7から2/13まで継続処方。2/8膀胱留置カテーテル交換の指示あり。

・北山　り子様～内服薬は2/7分で飲み切り止め。点滴、抗生剤同内容で2/13(月)まで継続処方。本日撮影した腹部CTの結果を担当医から家族へ連絡しており、2/9(木)オンライン面会後に特別診察室にて面談予定。

・山本　幸江様～臨時薬内容変更なく、2/7より7日分処方。

・大村　文子様～臨時薬内容変更なく、2/9より7日分処方。

・濱谷　三枝子様～特変無し。


